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博多人形用代替粘土の開発 R７
化学課

宮口　貴史
育成研究

バイオものづくりに向けたゲノム
編集微生物作出技術の確立

R７-８
生物資源課
安河内崇文

育成研究

味わいに特徴ある県産酒製造の
ための新規グリセロール高生産
酵母の開発

R７-８
食品課

富永　陽大
育成研究

国産材家具ニーズに対応した接
着・接合技術の開発

R７-８
技術開発課
岡村　博幸

育成研究

レーザ技術を活用した難加工厚
板の新接合技術の確立

R７-８
材料技術課
菊竹　孝文

育成研究

輸送車両の不規則振動に対応し
た新たな振動試験・振動解析技
術に関する研究

R７-８
機械技術課
中井　太地

育成研究

3.0 20.1

○溶接現象を解明しつつレーザービームを最適化し、溶接点近傍の気流制御技術の開発などにより厚板材料に対して、省エネと高品質な高速溶接の実現に期待します。
○新たなレーザー加工プロセスの創生に挑戦している点は高く評価できる。社会実装のフェーズでは、従来の加工技術の置換えに留まらず、新たな適用先の探索を行い、価値創造にも挑戦していただきたい。
○溶接に関して県の優位性があることが理解出来た。出口の戦略に工夫が必要ではないか。厚い素材を溶接することのメリットは何かを追及すべき。事業化に向けた応用技術開発の具体性が欲しい。装置メーカであるトルンプから
の制限が心配である。知財化するにしても十分に配慮が必要。工作機械業界でもレーザ溶接を複合化しているので、素形材料以外の業界へ働きかけるべきではないか。
○大学等の研究内容に比べるとまだ課題がありそうな方式ではあるが、目指すレベルは理解できる。溶接＋肉盛＋熱処理の工程がインラインで出来ることが望ましい。各工程の要素技術の蓄積及び啓蒙活動を行い、企業として活用
できるレベルの早期実現に期待する。
○金属厚板溶接の課題を解決する、溶接、肉盛及び熱処理の3加工を融合した新手法について、生産性、コスト、品質等の面で非常に有望であると感じる。是非進めて頂きたい。
○福岡県の保有する設備の強みを生かした研究テーマで、生産性向上が期待でき成果は大きいと思います。他に、SCC（応力腐食割れ）対策にも寄与すると思われるので、データ取得により従来技術との比較をしては如何か。
○質疑応答の中で、他者の大出力レーザーでの取り組みについて紹介されていましたが、本テーマにおいても本質的に同じような課題が発生することもあるかと思います。局所加熱による熱ダメージの削減のメリットは、それは同時に
材料中に局所的な温度差を生むことに繋がりますので、その解決方法も検討して頂ければと思います。違う分野では局所的に加熱しつつもその中に温度グラデーションをつける検討もされております。また知財化において、溶接の方
法では侵害立証が困難ですので、溶接できたモノの形・構造で取れれば良い特許になるかと思います。

[研究概要]　レーザ技術は材料表面の局所的な加熱、溶融が
得意であり、従来の金属加工プロセスの課題であった熱影響
（歪み等）の抑制、異材接合への適用等、製品の高品質・高
付加価値化技術として期待されている。さらに、デジタル制御
に適しており、生産性向上や技能継承の問題解決にも有効で
ある。通常レーザ溶接を厚板接合に適用する場合、入熱が小
さいため大入熱であるアーク溶接等とのハイブリット溶接が行
われる。本研究では、これまで蓄積してきた溶接、熱処理、肉
盛技術を活用し、３つの加工法を融合した新しい厚板接合技
術に取組む。

3.9 3.4 2.9 3.3 3.6 3.0 20.0

○近年、陸送、航空輸送時の振動が、輸送梱包材、輸送材に与える影響が課題となっている。実際の輸送完了後に製品や部品へ不具合が出てからでは遅いので、事前に振動試験機を用いて輸送梱包材、輸送材の評価をすることに
より、安定した輸送環境を整えていただきたい。
○業界の大きな課題に独自のアプローチで取り組む点は高く評価できる。また、社会実装において、広く普及した評価機器が利用でき、標準化を視野に入れた計画は特に優れている。
○現状の規格に対して新たにＩＳＯ、ＪＩＳへの展開は注目出来る。但し　新規の規格化には政治力なども影響するので技術以外の手当も必要である。実際の運転状況に依り振動やデータへ影響されるので多方面から評価すべき。福
岡県で実施する意義を明確にしてほしい。
○JISやISOの規格改正を目指すのであれば、他研究機関等との連携が不可欠。独自方式の規格は理解できないことはないが、技術的成果に基づくコンソーシアム活動も必要だと考える。規格改正において、誰に、どんなメリットがあ
るのかを明確にしておくことも重要。実輸送時の様々な振動・衝撃データを数多く取得することで、新たな課題も見えてくると考える。（輸送品の種類で要求仕様が異なるのでは。）
○今後、技術の高度化及び標準化のために、様々な研究者・技術者との交流・連携をより積極的に行った方が良いように感じる。
○実際の現象と整合する精度の高いデータを提供することは、必須かつ有用ですので成果を期待します。また、成果の出口として過剰包装の回避による省資源はコスト削減効果が大きいと思われます。一方で、壊れる原因は複合要
因と思われますので、輸送作業における他の要因も含めて総合的な要因解析と対策検討まで踏み込むと更に良いと思います。
○実用的な研究であり、標準化活動もされていることから、非常に良い取り組みと高く評価できます。質問も致しましたが、標準化(特に国際標準化)は相当なエフォートが必要となりますので、本気で取り組むのであれば、それによる地
域産業へのメリットを十分に検討してください。また想定されているのは、評価法の標準化と思いますが、梱包材の評価法としては、その他のさまざまな破壊モードもターゲットになるかと思いますので、さまざま評価法にチャレンジして
頂ければと思います。ちなみに地域では梱包材の産業が活発なのでしょうか？そのあたりの説明もあれば、地域にどういうメリットがあるのか分かり易かったです。

[研究概要]　包装貨物や車載製品等は輸送車両の不規則振
動で製品の損傷が発生しうるため、振動試験や振動解析(疲
労解析)が行われている。振動の性質により製品の損傷度は
変化するため、現場で実測した振動データを用いることが望ま
しいとされている。この際に、周波数解析を利用した方法が広
く用いられているが、この方法は時間による振動の強弱をうま
く再現することができず、損傷リスクを過小評価してしまうこと
が問題である。そこで本研究では振動の強弱を再現できる新
しい振動試験・振動解析技術を構築することを目的とする。
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令和７年度研究計画に係る外部事前評価結果一覧

研究課題名
研究
期間
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意義・出口 研究実施内容
委員評価

（30点満点）
研究課題に対するアドバイス・コメント

2.9 2.9 18.3

○七隈粘土を使った人形と色は異なるものの、繊細な彫り込みが可能で割れはないという代替粘土もあるようです。現状の粘土質と博多人形師の話を粘土の感触など聞きながら、出来るだけ地元の粘土から代替粘土を開発して頂き
たい。
○地域の代表的な伝統工芸を護り、継続させるという社会的ニーズは大きく、本研究を実施する意義は大きい。原材料の安定供給を最優先課題とせざるを得ないことを考慮すると、知見を持つ他機関との連携を図りつつトライアンドエ
ラーで検討を進める計画は妥当と思われる。一方で、造形性という官能評価と原材料の組成、物性の関係は不明であるので、後追いとなってもこの点を研究していただきたい。また、業界にとっては大きな転換点であり、新たな価値を
創造する好機とも考えられる。作り手も変革を求められており、そこに工技センターとしてどう関わることができるか、検討してみても良いのではないか。
○廃業企業の後を継ぐ企業への懸念が幾つかある。技術の移転および事業の継続性である。これらの問題が解決しないと同様のケースが再発する恐れがある。後継企業の事業化へも支援が必要である。今後大型プロジェクトへ展
開するのであればもっと商品展開や海外へも目を向けてはどうか。代替粘土の組成が固まれば知財も手当して欲しい。
○博多人形業界にとって非常に意義ある取り組みと考える。代替品粘土として継続的な供給が行えるよう未来を見据えた取組みに期待する。代替品粘土による伝統的工芸品認定には事前のコンセンサスが必要と思われるので、早
期の確認をお願いする。造形性の評価については、いづれ定量化が必要となるのでは。
○粘土の造形性（形を精緻に作る）の科学的評価手法の確立は複雑で困難と理解できるが、本プロジェクトへの投資効果を見据え、佐賀県・長崎県の窯業技術センター及びアカデミア等との連携により模索していただきたい。
○伝統工芸を存続、発展させることは非常に重要で意義がある研究テーマと思います。粒度分布が加工性や精緻化に影響すると思われるので追究しては如何か。また、職人の暗黙知を形式知化し、各要因との関係を明らかにしなが
ら更なる品質向上を目指して、博多人形の伝統工芸の発展のための下支えを期待します。一方、収益性が低いことが問題と思いますので、この研究を通して適用分野を拡大し収益改善に寄与することを期待します。
○博多人形という伝統を守るための取り組みは意味があると思います。一方で、伝統工芸は県・地域ひいては国として守るべき事であり、まずは県の取り組みとして、粘土の生産を継続することが設定した課題の本質的な解決法と思
います。委員からのコメントにもありましたが、公設試のミッションとしては、地域産業・経済の向上に寄与することが重要ですので、博多人形以外の波及効果についても積極的に検討を行ってください。加工性に関する物性評価として
は、チキソ性等の動的な評価が不可欠と思います。

3.6 2.9 2.9 3.3

[研究概要]　博多人形は400年以上の歴史を持つ、日本を代
表する土人形（経済産業大臣指定「伝統的工芸品」）であり、S
級品（展覧会出展作品）、A級品（一般販売用人形）、B級品
（干支人形等の廉価品）の３種類とも油山産粘土で制作してい
るが、唯一の粘土の製造会社がR6で廃業の予定。現在、一
般的に市販されている他の粘土では、博多人形特有の繊細
な造形ができず、また、油山産粘土と同等の材質を有するも
ので製作したものでなければ博多人形として認定されない。
よって、博多人形の継続的な製作のため、油山産粘土と同等
の材質で繊細な造形が可能な代替粘土を開発する。

2.9

[研究概要]　バイオものづくりとは、微生物や動植物の細胞な
ど生物由来の素材によって物質を生産することであり、化学
品、素材、燃料、医薬品、食品など、さまざまな産業分野で利
用されている。特に近年ではゲノム編集をはじめとした遺伝子
工学技術の発達により、物質生産性を高度に高めることが可
能となってきている。しかしこのゲノム編集という手法は高度
な技術や設備が必要であり、県内企業単独での実施は困難
である。また生食研では微生物の培養技術や設備を有してい
るものの、ゲノム編集技術に関しては知見に乏しい。本研究で
は、ゲノム編集微生物を作出する技術を確立することで、県内
企業のバイオものづくり分野での新たな製品開発の促進を図
る。

3.3 3.4 2.7

3.6 3.6 2.7 18.6

○ゲノム編集技術は、生命科学の世界に革命をもたらす可能性を秘めているとの事。生活や環境に大きなインパクトを与える可能性を秘めており、次代を担う医療分野での応用から、農業や畜産業においても、食糧問題や環境問題
といった社会的課題の解決に期待します。
○微生物によるバイオものづくり技術は大きな研究開発投資が行われている分野であり、将来的に大きな可能性を持っている。当該技術を公設試がどのタイミングで取り入れ、地域企業に普及させていくかは難しい課題だが、チャレ
ンジする意義は大きい。従来の生産プロセスの単なる置換えでは欠点が目立つ技術だが、伸びしろは大きく、如何に新しい価値を生み出せるかが焦点となる。その点を念頭に研究を進めて頂きたい。また、ゲノム編集とバイオインフォ
マティクス、ラボオートメーションを組み合わせた新しい研究開発プロセスの検討も盛んに行われている。生物、化学だけでなく、情報、機械、電子工学など、複数の研究分野を融合した取り組みが求められている。工技センターでも生
食研だけでなく、他の研究所との積極的な協業を検討してはどうか。
○多方面での取り組みがあり、米国や中国でも同様である。県の独自性であるゲノム編集技術「微生物」「乳酸菌」「環境浄化」の具体例は。栄養要求性株は何処へ有効なのか、金額ベースで提示してほしい。そうでないとどこに重点
を置いていくか不明、市場性も大事である。例えば、高温化に対応するとか、韓国での白菜不作など。今後は知財化への対応、種苗法などで対応可能なのか。
○ゲノム編集技術は先進的な取り組みであり、今後必要となる技術と考える。植物ではなく微生物をターゲットにしたことは生食研として正しい選択だと思う。標的遺伝子を固定したゲノム編集であるが、先ずは意図する内容が実現す
るのかを確認し、次のステップに進んで欲しい。様々なデータが集まると思われるので、データベースの構築も重要と考える。
○今後県内企業がバイオものづくりを推進する上で、工業技術センターがゲノム編集微生物作出技術の知見を蓄えていくことは重要であると感じる。是非進めて頂きたいと思うが、説明頂いた実施内容及び計画が少し漠然としている
印象がある。
○基盤技術の整備として成果が大いに期待されます。並行して、具体的な案件の掘り起しも行い、成果を即実践に使えるようにしていただきたい。その為の市場調査やコスト競争力を検討し、優位性のPRもお願いしたい。
○これから競争も激しくなり、非常に重要な分野になるかと思います。目標が大きい故にマンパワーが足りるのか心配になります。どうにかどこかの大きな国プロに参画できるとご自身の立ち位置や方向性がはっきりできるかと思いま
した。また、化学合成等の既存産業の代替を行う場合は、必ず効率、生産性、コストが重要な指標となり、そこで戦うには相当の覚悟が必要です。微生物等の方が圧倒的に合成が容易とか、それでしか作れないとか、優位性をもった
開発を進めて頂ければ強みを発揮できるかと。

2.9 17.6

○集成材は接着剤で結合されているが、経年劣化などによって接着性能が低下することは十分に考えられる。無垢材と比較した際にひび割れや反りが少ないといったメリットはあるが、経年変化による割れは出る可能性は十分にあ
る。針葉樹の弱点を克服するといわれる圧縮技術も必要ではないかと思われる。
○針葉樹材の強度不足を解決する技術開発には、経済的効果は限定的だが、社会的、地域企業支援の観点から意義が認められる。新たな技術導入により課題解決を図るアプローチは妥当である。一方、新たな材料には、新たな製
品デザインの検討が必要ではないか。広葉樹材を用いた家具とは異なるデザインを検討し、新たな価値を創造することを期待したい。
○ＤＩＣ（画像相関法）の応用解析に機電研や他機関との協調は良い傾向である。ＤＩＣ解析と環境試験方法との相関関係が分かり難い。弱強度の国産木材の加工技術を他の材料や工法への展開に期待したい。機電研でもトポロジー
最適化等を手掛けているのでこれらを応用すると独自の商品開発が可能と思われる。
○家具産地がある福岡県にとって必要な取り組みだと考える。接着と接合の加工技術開発はこれからだと思うが、企業にとって活用できるレベル（材料コストや工法など）の開発に期待する。デジタル画像相関法については、機電研と
の連携が望ましいと考える。
○インテリアCLT等のDICによるひずみ測定は環境試験方法として有用と感じる。スギ材活用に向けて様々な専門家との連携をもとに進めて頂きたい。
○スギ材の欠点を改良し、国産材の適用範囲を広げ、輸入材の削減に寄与する非常に有用な研究テーマと思います。接合部の改良にDIC技術を適用することは開発のスピードアップに繋がると期待します。その際、スギ材の特性要
因（密度や引張強度、弾性率等）とホゾ、ダボの関係を定量化していただきたい。
○DICによる歪計測で観察される歪が、必ず破壊の不具合の原因になっているのか、破壊モードの詳細な検討と相関を見ることが大事と思います。恒温恒湿試験は、できるだけ環境を変えずに恒温恒湿室内での評価が良いとおっ
しゃっていましたが、材料の破壊の過程の１つとしては、温度変化、吸湿・乾燥を繰り返すことも一因かと思いますので、熱・湿度サイクル試験を行うことも現象を分かりやすくすることに繋がるかもしれません。

2.7

[研究概要]　近年、国産針葉樹材（スギ、ヒノキ等）のニーズは
年々高まっているが、強度が低いため、活用方法が限定的で
ある。県内では強度を向上させる等の目的で開発された新規
集成材が家具に活用され始めているが接着工程に起因した
変形や割れ等の課題が残っていることに加え、国産針葉樹材
の椅子等は、接合部の強度不足について対策が求められて
いる。そこで本研究では、当該集成材の製造条件の確立およ
び接合部の新規構造の創出を目指し、国産針葉樹材の接着・
接合技術に関する加工技術の開発を行う。また、これらの評
価手法として、応力によるひずみを可視化できるDIC（デジタ
ル画像相関法）技術の活用を試みる。

3.0 19.0

○他の蔵では使用されたことの無い新しいタイプの酵母で仕込んだ、最先端かつユニークなお酒、佐賀県の酒蔵が“有明海の干潟”で見つかった酵母を使って新しい日本酒を完成等多々あります。グリセロール酵母の開発から他県よ
り本当の味わいのある清酒の開発に期待します。
○県内酒造メーカーへの支援ということを考えると経済的効果は限定的だが、新たな市場創出に向けた技術開発を行うという点は高く評価できる。グリセロール高生産酵母に関する知見が蓄積されれば、目的とする味や香り、醸造適
性などを見通すことができるようになり、今後の探索の効率化に寄与すると思われる。
○お酒へのグリセロールへの関りがよく理解できた。この分野に注目されているが独自性と商品への有効性を明確化してほしい。清酒以外の分野へも応用展開すれば市場性が拡大すると思われる。
○新たな嗜好に対する取り組みは理解できるものであるが、もう少し味わいに関するニーズ調査を実施されてはと考える。酒造業界の伸びしろは海外展開だと考えるので、特に海外におけるニーズ調査。加熱による変性が気になると
ころ。様々なデータの取得が不可欠。ゲノム編集技術の活用もありだと考える。
○日本酒の消費者ニーズを捉えた良い着眼点（味わいのうちに甘味）の研究開発プロジェクトと感じる。これらの成果が福岡県の日本酒メーカーの競争力強化に繋がるよう進めて頂きたい。
○清酒の好みのトレンドを踏まえた研究であり成果を期待します。その際、香りと味わいの支配要因が複雑に影響していると思われますので、官能試験と成分の関係を数値化して、同様な手法が他の飲み物へも適用が出来るよう期
待します。
○酒造メーカーでなく公設試で行う限りは地域の産業振興に寄与することが重要ですので、そのためには本当にその酵母で作った清酒が登場したら、清酒の需要、消費を伸ばすことができるのかというのが最大のポイントかと思いま
す。その裏付けの事前調査も必要かと思います。委員からコメントもありましたが、その調査対象は海外に設定した方がテーマ設定としては筋が良く、その上で今回のコンセプトが海外の嗜好と合っているのかの再考も必要かと。

[研究概要]　近年、各酒造メーカーは消費者ニーズの多様化
に対応するため、香味を強化した清酒を開発することによって
販売量の増加を狙っている。リンゴ様やバナナ様などの”香
り”を強化した清酒はこれまで数多く開発されてきたが、”味わ
い（特に甘味）”に着目した清酒の開発事例は全国的にもほと
んどない。しかし、すっきりした甘口の清酒は、その飲みやす
さから清酒になじみがなく従来の辛口清酒を苦手とする消費
者層を中心にニーズが高まっている。そこで、酵母が生産す
る甘味成分のうちすっきりした甘味を呈するグリセロールに着
目し、グリセロールを従来の約2倍以上生産する清酒酵母の
開発を本取組の目的とする。
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